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研究成果の概要（和文）：  
 我々は一般の人が映像で表現する力を習得するための映像ワークショップ・プログラムを開発
した。様々な映像表現を分析し、映像表現を学ぶための映像教材を試作した。３年間合計５０
数日のワークショップ実践を通じていくつかの事を見いだした。映像ワークショップを進める
上で、模擬撮影を行う事が映像ワークショップへの参加性を高める事に効果がある事がわかっ
た。さらに、各自が映像編集を体験する事が映像表現を学ぶ上で有効である事がわかった。 
 

 
研究成果の概要（英文）： 
 We studied the program of the workshop for ordinary persons to study the expression 
technology of motion picture photography. As part of research, we analyzed various image 
expressions and made the media teaching materials for studying cinema. The workshop for 
about fifty days was held over three years. The result some were found. We found out that 
experiencing false cinema in advance of actual cinema had an effect in study of image 
expression. Moreover, We found out that it was effective, when that every person 
experiences editing work studied image expression. 
 
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2009 年度 1,500,000 450,000 1,950,000 

2010 年度 1,000,000 300,000 1,300,000 

2011 年度 1,000,000 300,000 1,300,000 

年度  

年度  

総 計 3,500,000 1,050,000 4,550,000 

 
 
研究分野： 総合領域 
科研費の分科・細目：科学研究・教育工学、教育工学 
キーワード：メディア教育、ワークショップ、映像教材、映画制作ワークショップ 、シネマワ

ークショップ、中学生 
 
 
１．研究開始当初の背景 デジタル技術の普及により映像は一部のプ

機関番号：１２１０２ 

研究種目：基盤研究（C） 

研究期間： 2009～2011  

課題番号：２１５００９２６ 

研究課題名（和文） 映像制作ワークショップのためのメディア教材の研究 

                     

研究課題名（英文） Research of the media teaching materials for cinema workshop 

 

研究代表者  

 西岡 貞一（NISHIOKA TEIICHI） 

 筑波大学・図書館情報メディア系・教授 

 研究者番号：60436285 



 

 

ロだけが作るものから、これまでは消費者で

あった個人やアマチュア自らが参加・共有・

交換することで映像を作る時代が始まって

いる。ネットワーク時代の映像は「楽しむも

の」から「創るもの」に変わり始めている。

ビデオカメラ、パーソナルコンピュータを使

って映画やアニメを作りインターネットを

通じて交換する子ども達も増えている。 

 しかし今後のデジタル時代を支える子供

達がデジタルメディアを活用し映像を作る

事を学ぶメディア学習環境の整備は大きく

遅れている。インターネット、デジタル映像

といった最先端のメディア技術は進歩のス

ピードが速く、また工学的な知識と芸術的な

表現力が求められるため小中学校の教育現

場だけで対応することが極めて困難である。

大学、行政、企業、市民が連携しワークショ

ップなどの活動を強化し地域全体として子

供のための創造の場、表現の場を提供してい

くことが不可欠である。 

 我々は参加体験型の学習手法であるワー

クショップに着目し、映像表現力やコラボレ

ーション能力の育成手法の開発に取り組ん

できた。 

 ２００５年からは中学生自身が脚本制作

から撮影・編集までの全てを２０日間程度か

けて行う映像制作ワークショップの開発と

実践に取り組んだ。 

これまでの実践から映像制作ワークショッ

プはメディア教育にとって有効である一方、

その普及には乗り越えなくてはならない課

題があることもはっきりしてきた。ワークシ

ョップを進めるには方法論、教材、ツール等

を整備・統合化するいわゆるパッケージ化が

不可欠である。 
 
２．研究の目的 

我々は東京都、福島市、つくば市などで映画

制作ワークショップを実践する一方。各地で

ワークショップを開催する各団体の活動を

取材してきた。 

 一連の活動を通じて人材育成から効果測

定まで様々な問題が浮かび上がってきた。特

に映像制作に関する中高校生向教材の整備

がワークショップの学習効果を高める上で

きわめて重要であるとの認識を持った。映像

制作に関する学術書は「映画の文法」（ダニ

エル・アリホン）、「フィルム・アート」（デ

イビット・ボードウェル）他数多く出版され

ている。また現場での撮影ノウハウを紹介す

る書籍も「映像編集の秘訣」（日本映画・テ

レビ編集協会編）等が出版されている。しか

しそれらはいずれも研究者やプロ向けのも

のであり、中高生がメディア表現のエッセン

スを学ぶ教材は皆無と言ってもよい。映像制

作ワークショップの関係者は上記の専門書

の内容の一部を紹介したり、自己の経験談を

口頭で伝えるなどしているのが現状である。

また映像文法については実際の映像を用い

た説明がもっとも効果的であるが、ワークシ

ョップで利用するための資料映像はほとん

ど存在せず、市販の DVD 等を紹介するなど

しているのが現状である。 

 本研究では映像制作ワークショップのパ

ッケージ化を目指して、映像制作ワークショ

ップの現状把握と課題抽出のための調査と

パッケージ化の核と成るメディア教材制作

に向けたプロトタイプの制作実験を行う。 
 
３．研究の方法 

 これまでの映像制作ワークショップの実

践を通じて培った全国の映画制作ワーク実

践者とのネットワークを活用し、映像制作ワ

ークショップのパッケージ化、とりわけ教材

に関する現状把握と課題抽出のための調査

を実施した。これをもとに教材制作のための

体系化を行い映像制作ワークショップのた

めの教材プロトタイプを試作した。さらにこ



 

 

の教材を用いて実際のワークショップを開

催しその有効性や課題を整理し、将来の教材

ならびに映像資料作成に向けた提案を行っ

た。 

 

（１）調査研究 

調査研究、事例分析にあたっては既に映像ワ

ークショップを継続開催している川崎市や

東京都を取り上げた。継続開催されているの

は、一定の評価が得られているからであると

仮定し、その成功要因を分析した。 

具体的には下記三つの手法を用いた。 

１）各ワークショップ参加中学生に対する質

問紙調査 

２）各ワークショップでの参加者の行動観察 

３）各ワークショップでのリーダー、主催者

へのインタビュー調査等 

 

（２）教材開発研究 

上記調査研究と平行して平成２１年度、２２

年度、２３年度の夏に、つくば市の中学生を

対象とした映像制作ワークショップを実施

し、課題の整理と体系化のための実践研究を

推進した。これまでの実践活動の中で培った

映画監督、ワークショプデザイナー等の実践

者からの知見とワークショップ実践をもと

に映像制作のための教材設計、教材試作なら

びに評価を行った。 

平成２１年度は映像制作ワークショップ中

に用いる説明資料や資料映像に求められる

要件を整理した。その成果を基に説明資料な

らびに資料映像のプロトタイプを試作した。

平成２２年度の映像制作ワークショップに

おいてこれを試用し洗練化をおこなった。 
 
４．研究成果 

映像制作ワークショップ普及のためには、実

施手順のモデル化やワークショップに使用

する教材やツールの制作、そしてワークショ

ップの進行役であるファシリテータの育成

等が必要である。 

H２０年度の各地の映像ワークショップ調査

研究ならびにつくば市での実践研究の結果、

映像ワークショップにおいては以下の１１

項目が重要であるとの仮説を得た。 

１）サイズ、２）アングルとポジション、３）

レンズ、４）カメラ操作、５）構図 （カメ

ラを置く前に）、６）見た目（主観撮影）、７）

イマジナリーライン、８）つながり（コンテ

ィニュイティ）、９）時間の省略、１０）狭

い室内での撮影、１１）カット割り 

上記を基に全１１トピックスからなる映像

表現を学ぶための映像教材を試作した。この

映像教材を用いて、H２１年度つくば市にお

いて中学生を対象とした映像ワークショッ

プを開催した。従来と異なり撮影時の混乱が

減少した。この事から、映像教材が参加者の

技術的理解に寄与していることが確認でき

た。また撮影中に映像教材を用いることで理

解や議論の深化がはかれる事も確認できた。 

H２１年度 H２２年度の研究の結果、本研究

で提案・開発した映像教材は言葉や文字では

伝えにくい、映像文法の提示に一定の効果が

あることを確認した。また映像制作ワークシ

ョップにおいては本番の撮影に先立ち、撮影

の手順を事前に体験する模擬撮影が撮影本

番における参加性の向上に寄与する事がわ

かった。また参加者自身が編集を体験する事

で、映像文法への理解が深まることが明らか

になった。一方、映像制作ワークショップを

実施している社会教育施設ならびに教育機

関へのインタビューの結果、ワークショップ

の開催期間は最長でも１０日から１週間程

度が求められている事がわかった。 

 これらの成果を基に、H２３年度は脚本制

作部分を分離し撮影・編集を中心とした 9 日

間のワークショップ・プログラムの開発を行



 

 

い、映像制作ワークショップを実施し本パッ

ケージの有効性の検証を行った。その結果本

映像教材を用いた撮影に対する事前理解は

ワークショップに対する参加性向上に有効

である事が確認できた。また映像制作ワーク

ショップにおいては脚本の「制作」ではなく

事前に用意された脚本を「解釈・分析」する

ことでも、映像制作を体験的に理解すること

が可能である事がわかった。 

 映像制作を学ぶメディア教材や模擬撮影、

そして編集体験の施策により、映像表現を学

ぶ映像制作ワークショップのパッケージ化

を行う事ができた。さらに従来の脚本制作、

撮影、編集といったワークショップ・プログ

ラムから脚本制作部分を分離した短縮版パ

ッケージの開発により、社会教育施設での開

催機会を拡大した。さらに、これまで時間確

保の困難さから中期型映像制作ワークショ

ップが困難であった学校での開催にも道を

開く事ができた。 

 

映像制作ワークショップのためのメディア

教材とその利用法を開発し、３回の中長期型

ワークショップ実践を通じ、その有効性を検

証した。各地で中長期型映像制作ワークショ

ップを開催する機関との連携をはかり情報

交換・調査研究を行った。一方、本研究で開

発したメディア教材を各地のワークショッ

プにおいて試用・評価するプランは各地のワ

ークショップ開催趣旨やプログラムの事情

から実現には至らなかった。 

 

デジタル映像機器の低価格化と普及は、本研

究開始時の予測を上回っている。すでにスマ

ートフォンにはフルHDビデオカメラが実装

され、2000x1000 画素の表示能力も実現して

いる。「映像」で語る能力は一部の専門家で

はなく、すべての人々の基本的スキルになう

としている。映像を学ぶ機会の拡大に向け、

本研究で得られた「社会教育施設での映像制

作ワークショップ開催のためのメディア教

材やパッッケージ」を基に、その対象を拡大

し学校教育現場での映像表現ワークショッ

プの開発に取り組みたい。そのためのプログ

レアム開発やワークショップのファシリテ

ーション能力育成プログラムの開発がテー

マとなる。 
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